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１．留学先及び実習期間 

留学先：北京師範大学 

実習期間：令和４年９月 13 日(木)～12 月 20 日(木) 

※1 月 31 日まででしたが、新型コロナウイルスの影響により期末考査が年内に終了 

２．留学先概要 

(１) 大学について 

北京師範大学は、120 年以上もの歴史をもち、中国の初の師範大学である。師範大学の中で

最も優秀な大学だ。北京市内のキャンパスだけで、24000 人以上の生徒が在籍しています。 

また、留学生も多く、さまざまな国籍の学生います。実際にクラスには、ロシア、ベラルー

シ、スペイン、韓国、日本人がいた。 

(２) 大学で行われている教育について 

対外中国語教育をはじめ、文系、理系の教師人材などを多く輩出。 

本科は 60 の専門コースに分かれる。 

特に、教育学、心理学、中国史、地理学、生態学の５分野は全国トップレベル。 

科目は留学生の授業は、报刊课・读写课・会话课・听力课の４つがあった。 

 

(３)  

３．留学目的 

今回の留学における目的は、「読み書き能力の向上と、自分の中国語のレベルを試す、

また、他国の異文化を学ぶ」の 3 つでした。日常会話よりもレベルの高い中国語を学

び、仕事に活かせるレベルを目標とし、HSK6 級などを取得していましたが、普段あま

り使う場面がなく、読み書きなどの書面語に自信がありませんでした。さらに多くの表

現を学び、新聞や文学作品などを読むことに挑戦したいと思い、書面で使うような中国

語の習得に励みました。 

 

４．留学内容 

以下から留学内容を記述する。 

 

時間割 

クラスによって時間帯が異なる。時間割に記載した時間は中国時間である為、日本時間

で 16：30から 18：10に１時間目、18：30から 20：10が２時間目。授業開始から 45分

で一度 10分間の休憩がとられる。クラス分けは、オンラインの語彙力テストによって

行われた。 

 

 

 



4 

 

 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

15：30  

～ 

17:10 

读写 报刊 听力 报刊 读写 

17:30 

～ 

19:10 

听力 会话 读写 会话  

 

 

 

４－１留学の詳細 

<授業概要> 

・听力 

  テキストの単語、文章を学ぶ。その内容は中国文化や、現代の社会問題が多く、自分の

意見を求められることや、討論する場面も多くあった。リスニングは段階を踏んでどん

どん難易度が上がっていった。最終的には復唱できる状態を目指した。 

・读写 

主に長文読解を行う。その中で各国文化について学ぶ。自国の食文化や建築文化などに

ついてのプレゼンテーションも行った。 

授業内でその内容に関連づけた動画や中国で流行していることについて、学んだ。 

建築物の歴史について学ぶユニットでは、オンライン旅行も計画してくださった。 

・报刊 

授業冒頭で、気になった中国のネットニュースを選び、要約。自分の考えを共有したの

ちに、みんなに質問し、議論を進める。教科書を用いて文法や単語も学んだ。そして最

後に速読の練習を行う。テストでは要約や作文を書く。 

 

・会话 

毎回授業の冒頭で PPT を用いた自由発表があった。自国の文化や、イベント、趣味な

どについて発表。授業の中では様々な議題について討論した。特に多かったのが社会問

題である。互いの国の状況を共有し合い、多くのことが世界共通の問題であると知った。 

 

５．当初目的・目標への達成度 

この留学では、語彙を増やし自分の考えをより正確に伝えること、書面語を理解するこ

とが目的だった。それに加え、自分の中国語がどのくらい通用するかを試したかった。

この留学を通じて、書面語に対する理解や表現の仕方が以前に比べて向上していると

実感した。さらに自分では使ってこなかった言い回しや、書面語を理解することで、作
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文などを書く力も向上し、語彙力も増えた。日々の授業で中国語に触れ、実際に話すこ

とで学んだことを定着させることの重要性に気づいた。また、色々な国からきている学

生との交流を通じて、異文化交流が出来た。 

 

 

６．反省点・課題 

他の生徒は、前期から引き続き参加している生徒が多く、他国籍の生徒の積極性に、は

じめの方は圧倒された。そのため、積極的に発言することはできず、最低限のことだけ

を答えていた。しかし、徐々に授業にも慣れていき、発言することやみんなと討論する

ことに楽しさを感じられた。全員が積極的に発言をするので、むしろ話さない人の方が

目立っていた印象がある。 

はじめから失敗を恥ずかしがらずに、積極的に話すことが出来たらよかったと感じた。 

 

７．謝辞 

 今回、お世話になった北京師範大学の先生方、その他携わっていただいた 新潟国際情報

大学の先生、関係者の皆様に感謝いたします。また、新潟国際情報大学からの奨学金により

留学することができました。心よりお礼申し上げます。 

 

付録：留学日誌 

<授業の様子 > 
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